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コリンズ・テクリスの登録システムの運用について

　　平成２１年８月１８日に、新しいコリンズ・テクリスの登録システムがリリースされます。

　　平成２１年４月の共通仕様書改定により、登録(対象)件数が大幅に増加するとともに、新し

　い登録システムにおける登録機関（(財)日本建設情報総合センター。以下「ＪＡＣＩＣ」とい

　う。）が推奨する方法は煩雑で、発注者・請負者とも負担が大きいため、これらの登録にかか

　わる運用を下記のとおり定めましたので、今後の登録においては、この運用によられますよう、

　お願いします。

記

　１．登録内容の事前確認の廃止

　ＪＡＣＩＣが推奨する方法では、発注者は「登録確認願い（旧：工事(業務)カルテ）」

により登録内容を事前に確認・押印して請負者に返却し、登録完了後に提出される「登録

内容確認書（旧・工事(業務)カルテ受領書）」の掲載内容と事前確認内容との照合を行う

事となっているが、発注者は、この事前確認は行わず、登録完了後の「登録内容確認書」

による確認のみ（必要に応じて修正登録を指示する）を行う事とする。

　なお、同システムでは、「発注者による確認年月日」「確認者氏名」「確認者e-mailア

ドレス」を請負者が入力しなければ登録できないため、請負者は、便宜上「確認者」は監

督員として、「確認年月日」は入力日を入力し、登録を行う事とする。

（監督員は、請負者に「e-mailアドレス」を報告するものとする。）

　２．事由発生後１０日以内の登録の解釈

　共通仕様書では、「事由が発生した日から土曜日・日曜日・祝日等を除き１０日以内の

登録」を求めているが、この祝日等の「等」には、「(システムの保守など)ＪＡＣＩＣが

登録できないとしている期間の日」を含む。
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　３．長崎県建設工事共通仕様書の読み替え

　新しいコリンズ登録システムへの移行、ならびに、当運用の策定に伴い、下表のとおり

読み替えを行うものとする。

現　　　　　行 読　み　替　え　後

１－１－７　工事カルテ作成、登録 １－１－７　工事実績情報の登録

工事実績情報について

工事カルテ受領書 登録内容確認書（工事実績）

　４．土木設計(調査、測量)業務等共通仕様書の読み替え

　新しいテクリス登録システムへの移行に伴い、下表のとおり読み替えを行うものとする。

現　　　　　行 読　み　替　え　後

第1108条　提出書類 （読み替えなし）

業務実績情報について

業務カルテ受領書 登録内容確認書（業務実績）

第11009条　提出書類 （読み替えなし）

業務実績情報について

業務カルテ受領書 登録内容確認書（業務実績）

第30109条　提出書類 （読み替えなし）

業務実績情報について

業務カルテ受領書 登録内容確認書（業務実績）

　５．適用年月日

　平成２１年８月１８日以降に工事(業務)実績情報を登録する工事(業務)に適用する。

第1108条　提出書類【読み替え後】※第11009条と第30109条も記載(読み替え)内容は同じ
３．受注者は、契約時又は変更時において、請負金額が100万円以上の業務について、測量調査設計業
務実績情報サービス(TECRIS)に基づき、受注・変更・完了・訂正時に業務実績情報について、受注時
は契約後、土曜日、日曜日、祝日等を除き10日以内に、登録内容の変更時は変更があった日から、土
曜日、日曜日、祝日等を除き10日以内に、完了時は業務完了後、土曜日、日曜日、祝日等を除き10日
以内に、訂正時は適宜登録機関に登録申請しなければならない。また、登録機関発行の「登録内容確
認書(業務実績)」が届いた際は、その写しを直ちに監督職員に提出しなければならない。なお、変更
時と完了時の間が土曜日、日曜日、祝日等を除き10日間に満たない場合は、変更時の提出を省略でき
るものとする。

工事実績情報として「工事カルテ」を作成し
監督職員の確認を受けたうえで

業務実績情報として「業務カルテ」を作成し

業務実績情報として「業務カルテ」を作成し

業務実績情報として「業務カルテ」を作成し
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１－１－７ 工事実績情報の登録【読み替え後】
　請負者は、受注時または変更時において工事請負代金額が500万円以上の工事について、工事実績情
報サービス(CORINS)に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報について、受注時は契約
後、土曜日、日曜日、祝日等を除き10日以内に、変更時は変更があった日から土曜日、日曜日、祝日
等を除き10日以内に、完成時は工事完成後、土曜日、日曜日、祝日等を除き10日以内に、訂正時は適
宜登録機関に登録申請をしなければならない。
　変更登録時は、工期、技術者に変更が生じた場合に行うものとし、工事請負代金額のみの変更の場
合は原則として登録を必要としない。
　また、登録機関発行の「登録内容確認書(工事実績)」が請負者に届いた際には、その写しを直ちに
発注者に提示しなければならない。なお、変更時と完成時の間が10日間に満たない場合は、変更時の
提示を省略できるものとする。



ＪＡＣＩＣが推奨する方法と長崎県独自運用との比較

コリンズ登録（受注時・変更時・竣工時） コリンズ登録（受注時・変更時・竣工時）

テクリス登録（契約時・変更時・完了時） テクリス登録（契約時・変更時・完了時）

発　注　者 請　負　者 ＪＡＣＩＣ 発　注　者 請　負　者 ＪＡＣＩＣ

(1)当初契約時データ入力 (1)当初契約時データ入力
①事由発生年月日 ①事由発生年月日
②請負金額 ②請負金額
③発注機関名及び情報 ③発注機関名及び情報
④工事等件名及びコード  ※工事等件名欄には工事(業務)番 ④工事等件名及びコード  ※工事等件名欄には工事(業務)番
⑤工期 　 号と工事(業務)名の両方を、設 ⑤工期 　 号と工事(業務)名の両方を、設
⑥受注形態及び契約形態 　 計書コード欄にはＰＥＩＳ発注 ⑥受注形態及び契約形態 　 計書コード欄にはＰＥＩＳ発注
⑦請負者名及び情報 　 番号を入力する。 ⑦請負者名及び情報 　 番号を入力する。
⑧公共事業の分野 ⑧公共事業の分野
⑨工事業種 ⑨工事業種
⑩施工場所 ⑩施工場所
⑪交通規制情報 ⑪交通規制情報
⑫近接工事 ⑫近接工事
⑬工事概要 ⑬工事概要
⑭工種及び工法 ⑭工種及び工法
⑮技術者氏名及び情報 ⑮技術者氏名及び情報

(4)登録確認願いを確認 (3)登録確認願いを提出 (2)登録確認願いを出力
※ (1)の①～⑮の内容確認

※(4)で誤記載等がある場合
(5)修正を指示 (1)～(4)の修正作業を行う

(6)登録確認願いに手書記入
⑯確認者名【＋押印】
⑰確認者e-mailアドレス
⑱確認年月日 ※確認者は監督員とし、確認

　年月日は入力日とする。
(7)登録確認願いを返却 (8)確認者データ入力 (2)e-mailアドレスを報告 (3)確認者データ入力
※ コピーを保存しておく ⑯確認者名 ※ 監督員は請負者に空メー ⑯監督員名

⑰確認者e-mailアドレス ルを送るかe-mailアドレ ⑰監督員e-mailアドレス
⑱確認年月日 ス入りの名刺を渡す ⑱確認(入力)年月日

(9)利用料金支払方法入力 (4)利用料金支払方法入力

(10)登録完了メールを送信 (5)登録完了メールを送信
④工事等件名 ④工事等件名
⑲登録年月日 ⑲登録年月日
⑳登録番号 ⑳登録番号

(13)登録内容確認書を確認 (12)登録内容確認書を提出 (11)登録内容確認書を出力 (8)登録内容確認書を確認 (7)登録内容確認書を提示 (6)登録内容確認書を出力
※ (7)の複写との相違点確認 ※ (1)の①～⑮の内容確認

※(13)で相違点等がある場合 ※(8)で誤記載等がある場合
(14)修正登録を指示 (1)～(13)の修正作業を行う (9)修正登録を指示 (1)～(8)の修正作業を行う

※変更時登録は、⑤工期，⑮技術者が変更になった場合のみ行う。（工事内容及び金額の変更時は不要） ※変更時登録は、⑤工期，⑮技術者が変更になった場合のみ行う。（工事内容及び金額の変更時は不要）

の流れＪＡＣＩＣが推奨する 長崎県独自運用での の流れ

事前確認は行わず、(8)登録内容確認書(旧工事(業務)カルテ受領書)で確認する。




